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「肝臓ヒト化マウス」の事業化準備開始について 

 

当社連結子会社の株式会社安評センター（代表取締役 福永健司、静岡県磐田市、以下、安評センター）

において開発を進めております「肝臓ヒト化マウス」の開発が進捗したことを受け、事業化に向けて準

備を開始することを本日決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１．概要 

安評センターは、成長戦略として、汎用性の高い、または CRO 事業に展開可能な病態モデルマウス

の導入および研究開発に積極的に取り組み、ラインナップの拡充を図っております。   

その一環として開発を進めております「肝臓ヒト化マウス」について、マウス作製プロトコールが確

立したことを受けて、今後、安評センターは、当該マウスを用いた非臨床試験サービスの事業化に向け

て取り組んでまいります。 

 

このたび確立いたしました「肝臓ヒト化マウス」は、レシピエントマウスとして当社が、独自に開発

した BRJ:FG (BALB/c:Rag2-/-; Jak3-/-;Fa-/-;GhhGH/hGH)（以下、BRJ：FG）を用いております。BRJ：

FG は、成長ホルモン遺伝子もヒト化しているため、一般的に肝臓ヒト化マウスで使用される免疫不全

マウスに比べて、移植したヒト成熟肝細胞（hmHep）の増殖・生着に優位性が期待されます。また、

BRJ：FG では、hmHep を培養して得られる肝前駆細胞(hpHep)を用いた移植についても、hmHep を

用いた移植と同等の置換率を有しており、当社の強みである遺伝子改変技術を用いたヒト遺伝子の挿入

を、hpHep に対して行うことにより、今後、ヒト疾患の肝臓モデルも作製可能となります。 

 

「肝臓ヒト化マウス」は、ヒトの臓器機能が反映されたマウスを用いて、薬剤の効果や代謝などの非

臨床実験を実施できるようになることから、より精度の高い創薬や臓器機能の研究を可能とします。こ

のため、研究者等からの高い需要が予想され、当社の創薬支援事業を大きく成長させることにつながる

ものと考えております。 

また、今回の BRJ:FG を用いた非臨床試験サービスの取り組みは、安評センターが保有する知的財産

と技術を活用し、早期事業化を目的とするものですが、従前からの目標である、免疫不全マウスを用い

ずに肝臓ヒト化マウスを確立する技術については、引き続き、研究開発活動を継続してまいります。 

  

 ２．今後の見通し 

 本件による 2024年 3月期への影響は軽微ですが、事業開始は、2025年 3月期中を目指しております。

今後開示すべき事項が発生した場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

  



◆ご参考  ヒト化マウス 

ヒト化マウスには、遺伝子レベルでのヒト化マウス、細胞レベルでのヒト化マウス、組織・

臓器レベルでのヒト化マウスの 3種類があります。遺伝子レベルでのヒト化マウスは、当社

が有する可変型遺伝子トラップ法または可変型相同組換え法により、すでに作製可能です。

細胞レベルでのヒト化マウスの例としては、ヒト白血球を持つマウス、ヒト抗体を産生する

マウスなどが挙げられます。組織・臓器レベルでのヒト化マウスは、マウスの生体内で正常

にヒト組織や臓器を再構築し、持続的に機能させ、ヒトの細胞や組織が拒絶されることなく

体内に存在するマウスです。例えば、ヒト肝臓を持つマウスなどがあります。このようなヒ

ト化マウスを用いることにより、非臨床試験や創薬研究がよりヒトの状態を反映したモデル

で進めることが可能となります。 

 

◆肝臓ヒト化マウスで用いられている各種レシピエントマウスの比較 
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